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ン
デ
ラ
氏
は
南
ア
の
黒
人
に
向
け
て

「One Team
 One Country

」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、南
ア・ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｒ
Ｗ
Ｃ
）
で
統

一
感
を
演
出
し
、
白
人
と
黒
人
と
の

溝
を
埋
め
る
た
め
に
活
用
し
た
。

　
Ｒ
Ｗ
Ｃ
開
始
時
は
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ

ト
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
旧
南
ア
の
国

旗
を
振
っ
て
い
る
フ
ァ
ン
が
多
か
っ

た
。
し
か
し
、
一
カ
月
後
の
南
ア
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
決
勝
戦
で
は

マ
ン
デ
ラ
大
統
領
が
提
唱
し
た
、
人

種
の
融
和
を
象
徴
す
る
「
虹
の
国
」

の
新
国
旗
が
圧
倒
し
て
い
た
。

つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
地
域
の
社
会
関
係
資
本
の
構
築
を

行
う
際
、
ス
ポ
ー
ツ
ほ
ど
有
効
な

ツ
ー
ル
は
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
形
成
さ
れ
た
社
会
関
係
資
本
は
人

種
、
階
級
、
宗
教
、
な
ど
の
高
い
障

壁
を
超
え
る
力
が
あ
る
か
ら
だ
。

▽
人
種
の
壁
を
超
え
る
力

　
１
９
９
５
年
、
南
ア
フ
リ
カ
は
黒

人
に
対
す
る
白
人
の
人
種
差
別
政
策

で
あ
る
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
後
遺
症

に
悩
ん
で
い
た
。
黒
人
に
と
っ
て
ラ

グ
ビ
ー
は
「
白
人
エ
リ
ー
ト
」
の
ス

ポ
ー
ツ
で
、
ス
プ
リ
ン
グ
ボ
ッ
ク
ス

（
南
ア
・
ラ
グ
ビ
ー
代
表
チ
ー
ム
の

名
称
）は
憎
悪
の
対
象
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
１
９
９
４
年
、
南
ア
の
大
統

領
と
な
っ
た
黒
人
の
ネ
ル
ソ
ン
・
マ

　
大
変
残
念
な
こ
と
な
の
だ
が
、
日

本
の
財
界
人
や
政
策
関
係
者
は
「
ス

ポ
ー
ツ
の
力
」
を
充
分
に
理
解
し
て

い
な
い
。「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
と

学
術
的
や
、
社
会
的
に
も
低
く
見
ら

れ
が
ち
で
、「
お
遊
び
」「
娯
楽
」
の

延
長
、
ま
た
は
副
産
物
の
よ
う
に
し

か
と
ら
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。

こ
の
偏
見
と
認
識
不
足
は
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
新
た
な
地
域
発
展
の
芽
を

静
岡
県
中
部
未
来
懇
話
会
研
究
委
員

竹
下
誠
二
郎
・
静
岡
県
立
大
学
経
営
情
報
学
部
教
授
・
学
部
長
　

反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
運
動
の
た
め
、

27
年
間
の
獄
中
生
活
を
送
っ
た
黒
人

の
マ
ン
デ
ラ
大
統
領
が
白
人
の
キ
ャ

プ
テ
ン
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
・
ピ
ナ
ー

ル
に
優
勝
杯
を
地
元
南
ア
で
手
渡
す

シ
ー
ン
＝
写
真
＝
は
Ｒ
Ｗ
Ｃ
の
最
も

美
し
い
場
面
と
し
て
語
り
継
が
れ
て

い
る
。
後
日
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
・
ピ

ナ
ー
ル
は
「
１
９
９
５
年
は
、
南

ア
が
己
の
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
（
国
・
民
族
な
ど
、
特
定
集

団
へ
の
帰
属
意
識
）
を
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
見
つ
け
た
年
だ
っ
た
」と

回
顧
し
て
い
る
。

▽
政
治
・
宗
教
の
壁
を
超
え
る
力

　
来
年
日
本
で
開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア

初
の
Ｒ
Ｗ
Ｃ
で
は
、
日
本
代
表
が
袋

井
市
の
エ
コ
パ
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と

対
戦
す
る
。
実
は「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」

は
敵
対
し
て
い
る
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
一
緒
に
な
っ
た
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
と
北
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
（
英
国
）
の
混
合
チ
ー
ム
だ
。

　
英
国
の
占
領
前
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
・
ラ
グ
ビ
ー
協
会
が
存
在
し
て
い

た
、
と
い
う
名
目
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

が
南
北
に
分
か
れ
て
も
ラ
グ
ビ
ー
は

統
一
チ
ー
ム
で
戦
っ
て
き
た
。
宗
教

「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
」を

　
　
　
理
解
し
て
い
な
い
日
本
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ン
ド
と
の
ラ
グ
ビ
ー
の
国
際
試
合

は
、
ラ
ン
ズ
ダ
ウ
ン
・
ロ
ー
ド
・
ラ

グ
ビ
ー
競
技
場
の
閉
鎖
の
た
め
、
何

と
、
こ
の
ク
ロ
ー
ク
・
パ
ー
ク
競
技

場
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
主

催
者
側
も
80
年
以
上
を
経
て
時
は
熟

し
た
、
と
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。
試
合

前
、「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
叫
び
」
が

流
れ
た
と
き
、
選
手
や
観
客
た
ち
は

感
極
ま
り
、
涙
し
な
が
ら
歌
っ
て
い

た
。
英
国
・
ロ
ン
ド
ン
の
パ
ブ
で
も

多
く
の
人
た
ち
が
泣
き
な
が
ら
テ
レ

ビ
画
面
に
食
い
入
っ
て
い
た
。
怨
嗟

の
歴
史
に
、
あ
る
意
味
で
区
切
り
を

つ
け
た
瞬
間
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
以
外
に
、
こ
の

融
和
を
可
能
に
す
る
も
の
は
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。

▽
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
社
会
関
係
資
本

の
構
築

　
こ
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

蓄
積
さ
れ
た
社
会
関
係
資
本
は
人

種
、
階
級
、
宗
教
、
政
治
、
な
ど
の

バ
リ
ア
ー
を
超
え
る
力
が
あ
る
。

　
地
域
の
人
々
の
協
調
行
動
が
活
発

化
し
、
社
会
の
効
率
性
が
高
ま
る
こ

と
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
る
社
会
関
係

資
本
は
、そ
の
地
域
が
よ
り
安
全
に
、

■特集／「スポーツの力」を理解していない日本

と
政
治
を
超
越
し
た
、
ラ
グ
ビ
ー
と

い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
も
の
に

よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
チ
ー
ム
だ
。

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
「
国
歌
」
を
２

種
類
斉
唱
す
る
珍
し
い
チ
ー
ム
だ
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
代
表 

は
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
共
和
国
お
よ
び
北
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
（
英
国
）
か
ら
選
手
が
選
出
さ

れ
る
た
め
、
ホ
ー
ム
で
の
試
合
で
は

ま
ず
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
国
歌
が

流
れ
、
そ
し
て
「
共
通
国
歌
」
と
も

い
え
る
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
叫
び
」

が
歌
わ
れ
る
。

　
１
９
２
０
年
11
月
21
日
、
英
国
軍

は
ク
ロ
ー
ク
・
パ
ー
ク
競
技
場
で
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
国
技
の
ゲ
ー
リ
ッ
ク
・

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
観
戦
中
の
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
民
衆
に
発
砲
し
、
14
人
の
市

民
が
殺
害
さ
れ
た
。
こ
れ
は
英
国
占

領
下
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
て
活
動
し

て
い
た
英
国
・
ス
パ
イ
網
の
メ
ン

バ
ー
暗
殺
に
対
す
る
報
復
だ
っ
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、こ
の
ク
ロ
ー
ク・

パ
ー
ク
競
技
場
で
の
市
民
へ
の
無
差

別
な
殺
戮
は
深
い
禍
根
を
残
し
、
長

き
に
わ
た
っ
て
血
で
血
を
洗
う
抗
争

を
加
速
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
た
。

　
２
０
０
７
年
の
英
国
と
ア
イ
ル
ラ

健
康
に
、
そ
し
て
生
産
性
を
よ
り
多

角
的
な
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
。
こ
れ
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
や
欧
州
で
立
証
さ
れ
て
い

る
。

　
静
岡
県
は
２
０
１
９
年
に
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
２
０
２
０

年
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
地
と
な
る
。
だ
が
、

こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
を
地
域
経
済
に
お

け
る
「
一
発
花
火
」
と
と
ら
え
る
の

は
近
視
眼
的
で
あ
り
、
大
き
な
機
会

損
失
で
も
あ
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
バ
ラ
バ
ラ
の
組
織
や

人
た
ち
を
地
域
に
結
び
つ
け
る
の
に

は
良
い
が
、
そ
の
つ
な
が
り
を
継
続

し
、
発
達
・
発
展
さ
せ
る
の
に
は
ス

ポ
ー
ツ
・
ク
ラ
ブ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
地
盤
が
必
要
だ
。
日
本
で
は
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
喪
失
が
生

じ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
地
域
に
お
け

る
「
拠
り
所
」
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

そ
の
結
果
、
市
民
の
地
域
活
動
へ
の

参
加
は
近
年
減
少
し
て
い
る
。
し
か

し
ス
ポ
ー
ツ
は
数
少
な
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
が
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
、
ま
た
そ
の
親
と
し

て
、
観
客
・
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
形
態
で
参
加
が
可
能
な
も
の

だ
。
地
元
の
文
化
的
、
政
治
的
、
経

済
的
関
係
を
結
び
つ
け
、
市
民
参
加

の
仲
介
役
を
担
う
旗
手
な
の
だ
。

　
長
期
的
・
国
際
的
な
「
拠
り
所
」

を
創
る
試
み
は
散
見
で
き
る
。
袋
井

市
の
原
田
市
長
は
、
Ｒ
Ｗ
Ｃ
の
試
合

の
際
に
世
界
の
子
供
た
ち
を
袋
井
市

の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
、
彼
ら

と
袋
井
市
の
子
供
た
ち
を
結
び
つ
け

る
ス
キ
ー
ム
を
実
践
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
静
岡
聖
光
学
院
の
星
野
副
校

長
は
英
国
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー

ル
に
み
ら
れ
る
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
精
神
を
基
と
し
た

社
会
関
係
資
本
の
構
築
を
行
う
モ
デ

ル
を
導
入
で
き
な
か
と
模
索
し
て
い

る
。

　
し
か
し
こ
れ
ら
「
点
」
の
試
み
は

静
岡
全
域
の
「
面
」
へ
と
広
げ
ら
れ

て
い
な
い
。
学
校
や
企
業
も
巻
き
込

ん
だ
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
通
じ
、
社
会
関
係
資
本
の
構

築
を
行
い
、
強
固
な
地
域
活
性
化
の

基
盤
を
作
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。


